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ビュー当時中学生の A さんと高校生の B さん）、お
よび、その養親（C さん）に、インタビュー調査を
行なった。
　インタビューは半構造化面接で、2015 年 4 月〜

































































































































































































































































年）」、「14 歳の母（2006 年）」、「コウノドリ第 5 話
（2015 年）」を取り上げて検討する。
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